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F詞 悲 集

①図 4の原 子のヤ民`しミよる.十 の電気tt)た
とtイ1と 、ヽうヵ＼

イ cのほうが多い。 ウ 同じである。
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O① のわ りしてある 一 の電気ttった ♭亀
4■ ヽしヽぅ功＼

◎ ④ なっく,て ぃるもののうち、十
だ v、 atそ 人でれ楠 しいう力ヽ
c(陽 子 )

C④及みのヤでのちの孝杖と の拳【の F凋 イ粂■_」欠のアヘ″ウから
丘 ,■ ラヽ。

ア bのほうが多い。
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体では電気叶
"tて
のヽようだJズ 熊か。 (中 ィ晩

晨手ぶ +1た は 一の電気t蒔 パ!たもの■イ¬というか,

( イオン

①回2の に～ eし■物てし■ようt彙を宅こぅ。
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